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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　骨をリーマ加工するためのシステムであって、
　前記骨に取付けられるように構成されたガイドワイヤと、
　前記ガイドワイヤの少なくとも一部分を被覆するように構成された管状深さガイドであ
って、前記骨に当接するように構成された第１端部と前記第１端部の反対側の第２端部と
を含み、且つ、患者固有の長さを有する、管状深さガイドと、
　リーマ加工装置のリーマ加工ツールと前記リーマ加工装置の内部との間に延びる細長い
凹部を自身の中に含むリーマ加工装置と、
　前記リーマ加工装置の外側表面に形成された深さ制御窓と、
　を備え、
　前記細長い凹部が、前記ガイドワイヤ及び深さガイドの各々を自身の中に受入れるよう
に構成され、
　前記骨のリーマ加工時に、前記深さ制御窓は、患者固有のリーマ加工深さに達したか否
かを判定するために前記管状深さガイドの前記第２端部への視覚的アクセスを提供するよ
うに構成される、
　システム。
【請求項２】
　前記細長い凹部が、ショルダを形成する直径縮小区分を含み、
　前記ショルダが、前記リーマ加工深さを制御する前記管状深さガイドの前記第２端部に



(2) JP 6466972 B2 2019.2.6

10

20

30

40

50

当接するように設計される、
　請求項１に記載のシステム。
【請求項３】
　前記管状深さガイドの長さが、前記患者固有のリーマ加工深さに相当する、請求項１に
記載のシステム。
【請求項４】
　前記深さ制御窓が、リブによって分離された第１窓と第２窓とを含む、請求項２に記載
のシステム。
【請求項５】
　前記第１窓と第２窓との間の前記リブの位置が、前記ショルダに相当する、請求項４に
記載のシステム。
【請求項６】
　更に、前記深さ制御窓の周縁の周りの外側表面に形成された複数のノッチを備える、請
求項１に記載のシステム。
【請求項７】
　前記ノッチの各々が、前記患者固有のリーマ加工深さとは異なるリーマ加工深さの視覚
的指示を提供するように構成される、請求項６に記載のシステム。
【請求項８】
　前記深さ制御窓が、リブによって分離された第１窓と第２窓とを含み、前記リブの位置
が、前記患者固有のリーマ加工深さに相当し、
　前記骨のリーマ加工は、前記管状深さガイドの前記第２端部が前記リブに達したときに
完了する、
　請求項１に記載のシステム。
【請求項９】
　前記深さ制御窓が、リブによって分離された第１窓と第２窓とを含み、前記第１窓と第
２窓との間の前記リブの位置が、前記ショルダの位置に相当し、
　前記骨のリーマ加工は、前記管状深さガイドの前記第２端部が前記ショルダに達したと
きに完了する、
　請求項２に記載のシステム。
【請求項１０】
　前記管状深さガイドが、チタン、ＣｏＣｒ、又は鋼から形成される、請求項１に記載の
システム。
【請求項１１】
　前記管状深さガイドが、ポリエチレン、ポリプロピレン、ポリスチレン、ナイロン、及
びポリエーテルエーテルケトン（ＰＥＥＫ）のうちの少なくとも１つから形成される、請
求項１に記載のシステム。
【請求項１２】
　更に、前記骨に対して前記ガイドワイヤを整列するためのガイド部材を備える、請求項
１に記載のシステム。
【請求項１３】
　前記ガイド部材が、患者固有の骨係合表面を含む、請求項１２に記載のシステム。
【請求項１４】
　前記骨係合表面が、リーマ加工すべき前記骨の表面に対して相補的である、請求項１３
に記載のシステム。
【請求項１５】
　前記ガイド部材が、前記骨に対して第１向き及び第２向きに前記ガイドワイヤを整列す
るように構成される第１ガイド及び第２ガイドを含む、請求項１２に記載のシステム。
【発明の詳細な説明】
【背景技術】
【０００１】
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　肩関節形成術において、種々のガイド及び器具が、解剖学的肩関節形成術又は逆肩関節
形成術のために整列軸を測定し、且つ、インプラントをガイドするために使用される。本
教示は、肩関節形成術において使用するための種々の患者固有の器具及び他の器具を提供
する。
【発明の概要】
【０００２】
　本教示は、解剖学的肩関節形成術及び逆肩関節形成術のための種々の患者固有の器具を
提供する。
【０００３】
　具体的には、本教示は、骨に取付けられように構成された患者固有のガイドワイヤと、
患者固有のガイドワイヤの少なくとも一部分を被覆するように構成された管状深さガイド
と、を含む、骨をリーマ加工するためのシステムを提供する。管状深さガイドは、骨に当
接するように構成された第１端部と、第１端部の反対側の第２端部とを含み、患者固有の
長さを有する。システムは、自身の中にリーマ加工装置のリーマ加工ツールとリーマ加工
装置の内部との間に延びる細長い凹部と、リーマ加工装置の外側表面に形成された深さ制
御窓と、を含むリーマ加工装置も含み、細長い凹部は、ガイドワイヤ及び深さガイドの各
々を自身の中に受入れるように構成され、骨のリーマ加工時に、深さ制御窓は、患者固有
のリーマ加工深さに達したか否かを判定するために管状深さガイドの第２端部への視覚的
アクセスを提供するように構成される。
【０００４】
　本教示は、骨にガイドワイヤを取付けるステップと、管状深さガイドでガイドワイヤの
少なくとも一部分を被覆するステップと、を含む、骨をリーマ加工する方法も提供する。
管状深さガイドは、骨に当接するように構成された第１端部と第１端部の反対側の第２端
部との間に延びる患者固有の長さを含む。該方法は、リーマ加工装置で骨をリーマ加工す
るステップも含む。リーマ加工装置は、ガイドワイヤ及び深さガイドの各々を自身の中に
受入れるように構成され、且つ、リーマ加工装置のリーマ加工ツールとリーマ加工装置の
内部との間に延びる細長い凹部を自身の中に含み、リーマ加工装置は、リーマ加工装置の
外側表面に形成された深さ制御窓を含む。最後に、該方法は、患者固有のリーマ加工深さ
に達したか否かを判定するために深さ制御窓を介して管状深さガイドの第２端部を見るス
テップを含む。
【０００５】
　本教示は、関節窩に近接して患者固有の関節窩ガイドを位置付けるステップであって、
関節窩ガイドが、第１軸に沿って延びる第１主ドリルガイドと第２軸に沿って延びる第２
主ドリルガイドとを含む、ステップと、ガイドワイヤの向きを定めるために第１軸と第２
軸の一方を選択して、選択された軸に沿って延びる関節窩の中にガイドワイヤを位置付け
るステップと、深さガイドの第１端部が骨に当接し、且つ、ガイドワイヤが深さガイドの
第２端部から外方に延びるように、ガイドワイヤ上に管状深さガイドを位置付けるステッ
プと、ガイドワイヤ上にリーマ加工装置を位置付けて、選択された軸に沿って関節窩をリ
ーマ加工するステップであって、リーマ加工装置が、ガイドワイヤ及び深さガイドの各々
を自身の中に受入れるように構成され、且つ、リーマ加工装置のリーマ加工ツールとリー
マ加工装置の内部との間に延びる細長い凹部を自身の中に含み、リーマ加工装置がリーマ
加工装置の外側表面に形成された深さ制御窓を含む、ステップと、患者固有のリーマ加工
深さに達したか否かを判定するために深さ制御窓を介して管状深さガイドの第２端部を見
るステップと、を含む、関節形成術のために関節窩をリーマ加工する方法も提供する。
【０００６】
　本教示の適用可能な更なる領域は、以下の説明から明らかになるだろう。説明及び具体
的な実施例は単なる例示のためであって、本教示の範囲を限定するためのものではないこ
とが分かるはずである。
【０００７】
　本教示は、以下の詳細な説明及び添付図面から更に充分に理解できるだろう。
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【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】逆肩関節形成術のための先行技術のインプラントの分解図である。
【図２】図１の先行技術のインプラントの環境図である。
【図３Ａ】逆肩関節形成術においてリーマ加工時に使用されるガイドピンを示す環境図で
ある。
【図３Ｂ】逆肩関節形成術においてリーマ加工後のガイドピンを示す環境図である。
【図４】解剖学的肩関節形成術のための先行技術のインプラントの斜視図である。
【図５】本教示に従った逆肩関節形成術及び解剖学的肩関節形成術のための患者固有の関
節窩ガイドの底面斜視図である。
【図６】関節窩のリーマ加工時に使用されるガイドピン及び深さガイドを含む関節窩の斜
視図である。
【図７】図６の深さガイドの斜視図である。
【図８】関節窩のリーマ加工時のリーマの断面図であり、図６に示すガイドピン及び深さ
ガイドがリーマの中に受入れられている。
【図８Ａ】リーマの一部分を示す図８の拡大図であり、ガイドピン及び深さガイドがリー
マの中に受入れられている。
【図９】本開示の原則に従ったリーマの斜視図である。
【図１０】本開示の原則に従ったリーマの斜視図である。
【図１１】本開示の原則に従ったリーマの斜視図である。
【０００９】
　対応する参照番号は、幾つかの図面を通じて対応する部品を示す。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　以下の説明は、性質上単なる例示であり、決して本教示、適用、又は用途を限定するた
めのものではない。
【００１１】
　本教示は、概して、例えば、整列ガイド、ドリルガイド、及び肩関節置換術、肩関節表
面置換え処置、及び肩関節又は肩甲骨の窩面若しくは空洞を含む肩関節の種々の骨、上腕
骨頭、及び隣接する肩の骨に関連する他の処置に使用するための他のツールを提供する。
本教示は、解剖学的肩関節置換術及び逆肩関節置換術に適用できる。患者固有の器具は、
従来のインプラント構成要素又は患者固有のインプラント構成要素及び／又は本教示に従
ったコンピュータ支援撮像方法を用いて準備される骨移植片に使用できる。医療用スキャ
ン（ＭＲＩ、超音波、Ｘ線、ＰＥＴ等）を用いて患者の解剖学的構造の三次元画像を取得
するためにコンピュータモデリングすることによって、患者固有のプロテーゼ構成要素及
び患者固有のガイド、テンプレート及び他の器具を、種々の市販ＣＡＤプログラム及び／
又は入手可能なソフトウェア、例えば、Object Research Systems、即ちＯＲＳ（カナダ
、モンテリオール）社製を用いて準備できる。
【００１２】
　患者固有の器具並びに関連する患者固有のインプラント及び骨移植片は、概して、例え
ば、Ｘ線、ＭＲＩ、ＣＴ、ＰＥＴ、超音波又は他の医療用スキャンを含む、医療用画像ス
キャンから生成された患者の３Ｄ解剖画像のコンピュータモデリングに基づいて設計し、
且つ、製造できる。患者固有の器具は、前述のＣＡＤ又はソフトウェアを介して３Ｄ画像
として再建される、関連する軟組織を有するか又は該軟組織を有さない三次元骨表面と相
補的であり、且つ、該三次元骨表面と１つの位置のみで実質的に噛み合って合致するよう
に（即ち、実質的にネガティブ表面又は鏡面又は逆転表面として）作製される三次元係合
表面を有することができる。三次元係合表面にはごく小さい不規則性を組み込む必要がな
い。患者固有の器具は、例えば、ガイド孔又はカニューレ状ガイドポスト若しくはカニュ
ーレ状ガイド延長部、或いはドリルガイド、リーマ、カッタ、切削ガイド及び切削ブロッ
ク等等の他の器具を支持若しくはガイドするため、又は、ガイドピン、Ｋワイヤ、若しく
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は外科医が承認した術前計画に従った他のファスナを挿入するために使用できる入れ物等
、カスタム作製されたガイド形成体を含むことができる。
【００１３】
　種々の実施形態において、本教示の患者固有の器具は、対応する患者固有の挿入点及び
特定の患者のために選択された解剖学的軸または逆軸に対する向きにおいてドリル又はピ
ン又はガイドワイヤ等のツールを受入れてガイドするための１つ又はそれ以上の患者固有
の管状ガイドも含むことができる。患者固有の器具は、外科的処置に関連する患者固有の
又は既製のインプラントの埋植をガイドするためのガイドする又は方向付ける形成体及び
特徴を含むことができる。患者固有の器具、並びに種々の患者固有のインプラント及び骨
移植片、の種々の特徴の幾何学、形状及び向きは、患者の解剖学的構造のコンピュータ支
援モデリングに関連する処置の術前計画段階に決定できる。術前計画段階において、患者
固有の器具、カスタム、半カスタム又は非カスタムのインプラント及び他の非カスタムツ
ールを選択でき、患者固有の構成要素は、外科医又は外科的処置に関連する他の専門家か
らのインプットによって特定の患者のために製造できる。
【００１４】
　図１～図２を参照すると、先行技術の逆肩関節インプラント１０が図示されている。逆
肩関節インプラント１０は、上腕骨幹１２と、上腕骨トレイ１４と、上腕骨ベアリング１
６と、関節窩球１８と、プレート部分２２及び中央ボス２４を有するベースプレート２０
と、を含む。上腕骨幹１２は、上腕骨２６の中に埋植され、モース式テーパ接続を介して
上腕骨トレイ１４のプレート３２から延びる雄型テーパ３０に結合される近位端部２８を
有する。関節窩球１８は、モジュール式とすることができ、ベアリング１６と関節結合す
るヘッド３４とオフセット二重テーパ構成要素３６とを含む。二重テーパ構成要素３６は
、ヘッド３４の対応するテーパ開口部４０に結合される第１テーパ部分３８と、関節窩ベ
ースプレート２０の中央ボス２４に結合される第２テーパ部分４２とを有する。中央スク
リュー４４は、ベースプレート２０を通過して患者の肩甲骨の関節窩面４６の中へ入る。
周縁スクリュー４８は、関節窩面４６においてベースプレート２０をロックするために使
用される。
【００１５】
　図３Ａは、リーマ加工装置５２を用いて逆肩関節形成術において関節窩面４６のリーマ
加工をガイドするガイドピン５０の使用を図示する。図３Ｂは、関節窩面４６に穿孔され
た穴５４を通過するガイドピン５０を図示する。ガイドピン５０は、後述するように、逆
インプラント又は解剖学的インプラントの配置をガイドするために使用される。
【００１６】
　図４を参照すると、先行技術の解剖学的肩関節インプラント５６が図示されている。解
剖学的肩関節インプラント５６は、上腕骨幹５８と、関節窩球６０と、周縁釘６４及び取
外し可能又は取外し不能の中央釘６６を持つベアリング６２と、を含む。
【００１７】
　図５を参照すると、代表的な患者固有の関節窩ガイド６８が図示されている。患者固有
のガイド６８及びその作動は、２０１２年１０月１７日に提出された米国特許出願第１３
／６５３，８６８号明細書において記載されており、その開示全体が参照によって本明細
書に組み込まれる。患者固有の関節窩ガイド６８は、ガイドピン（図３Ａ及び図３Ｂに示
すガイドピン５０等）をガイドし、且つ、外科医の裁量で逆肩関節形成術並びに解剖学的
肩関節形成術のためのインプラント整列向きを提供するように構成される。
【００１８】
　関節窩ガイド６８は、上側（又は外側）表面７０と、下側（若しくは内側）又は解剖学
的係合の患者固有の表面７２と、を有する。患者固有の表面は、関節窩面４６を（実質的
にネガティブの又は逆転した又は鏡面の関節窩面として）参照し、関節唇、即ち関節窩面
４６を取り囲む又は深くする周縁の軟骨構造の全て又は一部分を含むことができる。代わ
りに、関節唇は、患者固有の関節窩表面７２が関節窩又は関節窩面４６の骨表面のみを参
照し且つ反映するように、完全に除去できる。任意に、関節窩ガイド６８は、患者の肩甲
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骨の周りの対応する周縁面又は関節窩縁に係合する対応する患者固有の周縁表面７６を持
つ周縁部分又は周縁リップ７４を含むことができる。第１の（又は解剖学的な）細長い管
状ドリルガイド７８は、特定の位置において関節窩ガイド６８の上側表面７０から、ガイ
ドピン５０のための患者固有の解剖学的整列軸及び挿入点を画定するために患者の術前計
画に従って測定され且つ設計される第１軸Ａに沿って、延びることができる。
【００１９】
　第２の（又は逆の）細長い管状ドリルガイド８０は、関節窩ガイドの上側表面７０から
、ガイドピン５０のための患者固有の逆整列軸及び挿入点を画定するために患者の術前計
画に従って測定され且つ設計される第２軸Ｂに沿って、延びることができる。逆整列軸Ｂ
は、解剖学的整列軸Ａに対する予め定めた下方傾斜、例えば１０度の下方傾斜を有するこ
とができる。第１及び第２ドリルガイド７８、８０は、ドリルビットをガイドし、及び／
又は、整列ピン又はガイドピン５０を挿入するための対応する細長い孔を画定する。各ド
リルガイド７８、８０は、自身を貫通する細長い開口又は視界窓８２を含むことができる
。解剖学的ドリルガイド７８及び逆ドリルガイド８０は、簡単に識別でき且つ混乱を避け
るための対応する機能を示す視覚的及び／又は触覚的マーク８４、８６を含むことができ
る。マークは、例えば、マーク８４のための用語ANATOMIC及びマーク８６のための用語RE
VERSEを用いた隆起文字とすることができる。加えて、マーク８８は、他の患者固有の情
報、例えば患者の識別、処置等を具備することができる。
【００２０】
　図３Ａ、図３Ｂ及び図４を参照すると、関節窩ガイド６８は、解剖学的又は逆ドリルガ
イド７８、８０を介して関節窩面４６に穴５４を穿孔し、且つ、ガイドピン又は他のＫワ
イヤ５０を挿入する解剖学的関節形成術又は逆関節形成術に使用できる。ガイドピン５０
は、解剖学的関節形成術における埋植のために関節窩面４６においてベアリング６２の予
め定めた整列をガイドするために使用できる。代わりに、ガイドピン５０は、逆関節形成
術のための関節窩面４６における図２に示すベースプレート２０の予め定めた整列及び埋
植前に必要な関節窩面４６のリーマ加工及び穴あけをガイドするために使用できる。
【００２１】
　ガイドピン５０が関節窩４６の中へ挿入されたら、リーマ加工装置を使用して、関節窩
４６に穴５４を形成できる。ベアリング６２又はベースプレート２０が穴５４にぴったり
嵌るようにリーマ加工深さを制御することが重要である。加えて、骨を保存できるように
、且つ、関節の張力をより正確に制御できるように、リーマ加工深さを制御することが重
要である。従って、リーマ加工装置５２が関節窩４６を過度に深くリーマ加工するのを防
止する患者固有の深さガイド９０を使用できる。
【００２２】
　図６及び図７に最良に示すように、深さガイド９０は、長さＬ、幅Ｗ（外径）、及び内
径（ＩＤ）を含む中空管９１から形成できる。深さガイド９０は、チタン、ＣｏＣｒ又は
鋼等の材料から形成できる。代わりに、深さガイド９０は、ポリエチレン、ポリプロピレ
ン、ポリスチレン、ナイロン、及びポリエーテルエーテルケトン（ＰＥＥＫ）等の高分子
材料から形成できる。内径ＩＤは、自身の中にガイドワイヤ５０をきちんと受入れるよう
に選択される。従って、ガイドピン５０が関節窩の中へ挿入された後、且つ、リーマ加工
を開始する前に、深さガイドを、ガイドワイヤ５０上に配置し、且つ、関節窩４６に当接
するように移動できる。
【００２３】
　深さガイド９０は、関節窩４６に当接するように構成された第１端部９２と、リーマ５
２内の表面に当接するように構成された第２端部９４と、を含む。第１端部９２は、第１
端部９２が関節窩面４６の患者固有の輪郭とかみ合う輪郭を持つように、患者固有とする
ことができる。言い換えると、関節窩４６に当接する第１端部９２は、第１端部９２が単
一の位置でのみ関節窩面４６とかみ合うように、第１端部９２が接触する関節窩面４６の
部分のネガティブ表面とすることができる。拘わらず、深さガイド９０は、管状又は円筒
形の形状が好ましいが、深さガイド９０がリーマ加工装置５２内に受入れられる限り、本
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教示の範囲から逸脱することなく任意の形状を使用できる。深さガイド９０の外側表面９
３は、円滑とするか、又は、深さガイド９０を形成するために必要とされる材料の量を低
減する開口（図示せず）を含むように形成できる。
【００２４】
　図８及び図８Ａを参照すると、リーマ加工装置５２がリーマ加工ツール９７からリーマ
加工装置５２のハンドル９９の内部まで延びる細長い凹部９６を含むことが分かる。細長
い凹部９６は、ガイドワイヤ５０及び深さガイド９０を自身の中に受入れるように構成さ
れる。加えて、凹部９６はショルダ１００を画定する直径縮小区分９８を含むことが分か
る。深さガイド９０の第２端部９４は、関節窩４６のリーマ加工時にショルダ１００に当
接して、リーマ加工装置５２が関節窩４６の中へ過度に深くリーマ加工するのを防止する
。従って、本教示の深さガイド９０は、関節窩リーマ加工のための物理的ストッパを提供
するように作用する。より具体的には、リーマ加工装置５２が関節窩４６の中へ切削し始
めるとき、深さガイド９０の第２端部９４はショルダ１００から離間する。但し、リーマ
加工装置５２が患者固有の深さまで切削したら、深さガイド９０の第２端部９４は、ショ
ルダ１００に当接し、且つ、リーマ加工装置５２がそれ以上切削又はリーマ加工するのを
防止する。
【００２５】
　深さガイド９０は、リーマ加工の深さを術前に決定できるように患者固有とすることが
できる。この点に関して、深さガイド９０の長さＬは、リーマ加工深さを制御するように
術前に決定できる。リーマ加工装置５２はショルダ１００を含むので、リーマ加工装置５
２は、リーマ加工装置５２の切削深さが解剖学的及び逆関節窩リーマ加工の双方に関して
患者固有の深さに限定されるように、患者固有の深さガイド９０を参照するように作成さ
れる。但し、リーマ加工深さに達して、リーマ加工装置５２がガイドワイヤ５０から取り
外された後、外科医は、リーマ加工装置５２によって形成された穴５４を検査できること
が理解されるはずである。外科医は、患者固有の深さが、選択されたインプラントのサイ
ズに適応するために満足しないと判定した場合、深さガイド９０をガイドワイヤ５０から
取り外すことができる。次いで、リーマ加工装置５２を深さガイド９０なしにガイドワイ
ヤ５０と整列し、且つ、術中に外科医が所望する深さまでリーマ加工を再開できる。
【００２６】
　別の実施形態において、異なる長さを有する複数の又は１つのキットの深さガイド９０
を術前に形成できる。リーマ加工の過程において、選択された深さガイド９０が適切な深
さまでのリーマ加工を妨げると判定した場合、深さガイド９０を取り除き、且つ、より短
い長さを有する別の深さガイドと交換できる。このようにして、リーマ加工深さを更に制
御して、関節窩４６を過剰にリーマ加工するのを防止できる。
【００２７】
　患者固有にリーマ加工深さを制御する深さガイド９０を使用することに加えて、リーマ
加工装置５２も患者固有とすることができる。より具体的には、図９において最良に示さ
れるように、リーマ加工装置５２は、リーマ加工時に深さガイド９０を視覚的に検査でき
るように、リーマ加工装置５２の内部への視覚的アクセスを提供する視覚的深さ制御窓１
０２を含むことができる。深さ制御窓１０２は、リーマ加工装置５２の外側表面１０６に
形成された細長い開口１０４である。本開示は必要としていないが、深さ制御窓１０２は
、第１窓１０８と第２窓１１０とを含むことができ、第１窓１０８及び第２窓１１０はリ
ブ１１２によって分離される。
【００２８】
　リブ１１２は、深さガイド９０によって提供される患者固有のリーマ加工深さに相当す
る患者固有の位置で第１窓１０８と第２窓１１０とを分離できる。この点に関して、リブ
１１２の位置は、リーマ加工装置５２内のショルダ１００の位置に相当させることができ
る。代わりに、リーマ加工装置５２は、ショルダ１００を含まなくてもよく、深さガイド
９０の端部９４がリブ１１２に達したとき、患者固有のリーマ加工深さに達したことを外
科医が視覚的に判定できるように、リブ１１２が、深さガイド９０によって提供される前
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述の患者固有のリーマ加工深さに相当する。従って、リブ１１２の位置、ひいては深さ制
御窓１０２の位置が患者固有であるように、深さ制御窓１０２は、特定の患者に応じて術
前に構成できる。
【００２９】
　図１０において分かるように、深さガイド９０の端部９４は、深さ制御窓１０２におい
て見ることができるが、まだリブ１１２には達していない。こうして、外科医は、患者固
有のリーマ加工深さにまだ達していないことに気づく。次に図１１を参照すると、深さガ
イド９０の端部９４はリブ１１２に達していることが分かる。こうして、外科医は、患者
固有のリーマ加工深さに達したことに視覚的に気づく。前述のように、リブ１１２によっ
て提供される視覚的指示は、深さガイド９０とショルダ１００との間の接触によって提供
される物理的指示の代わりに、又は、これに加えるものになり得る。
【００３０】
　深さ制御窓１０２に加えて、リーマ加工装置５２は、外側表面１０６に形成された視覚
的マーク又はノッチ１１４も含むことができる。ノッチ１１４は、リブ１１２又は深さガ
イド９０によって指示される患者固有のリーマ加工深さより小さい又は大きい種々のリー
マ加工深さに相当する。例えば、ノッチ１１４は、リブ１１２によって指示される深さよ
り４ミリメートル小さいリーマ加工深さを表す第１ノッチ１１４ａを含むことができ、第
２ノッチ１１４ｂは、リブ１１２によって指示される深さより２ミリメートル小さいリー
マ加工深さを表し、第３ノッチ１１４ｃは、リブによって指示される深さより２ミリメー
トル大きいリーマ加工深さを表し、第４ノッチ１１４ｄは、リブ１１２が指示する深さよ
り４ミリメートル大きいリーマ加工深さを表すことができる。但し、ノッチ１１４が前述
の２ミリメートル増分とは異なるリーマ加工深さを指示できることが理解されるはずであ
る（例えば、１～１０ミリメートルの任意の増分が想定される）。更に、ノッチ１１４は
、マイクロメートル、ナノメートル、又は他の任意の所望の長さ等、異なる長さを表すこ
とができることが理解されるはずである。
【００３１】
　前述のように、本開示は、解剖学的関節形成術又は逆関節形成術のために肩関節を準備
するための患者固有のリーマ加工システムを提供する。システムは、術前に決定されるリ
ーマ加工深さに相当する患者固有の長さを有する深さガイド９０を含む。加えて、深さガ
イド９０は、深さガイド９０が単一の位置のみで関節窩面４６とかみ合うように患者固有
の関節窩面４６に当接する端部９２を有することができる。更に、患者固有の深さガイド
９０は、患者固有のリーマ加工装置５２と連結して使用できる。この点に関して、患者固
有のリーマ加工装置５２は、深さガイド９０の端部９４がリブ１１２に達したとき、患者
固有のリーマ加工深さに達したことを外科医が視覚的に気づくように、深さガイド９０に
よって提供される患者固有の深さに相当するリブ１１２を有する患者固有の深さ制御窓１
０２を含む。加えて、リブ１１２は、端部９４がショルダ１００に当接したとき、リブ１
１２によって提供される視覚的指示に加えて患者固有のリーマ加工深さに達したという物
理的指示を外科医に提供するように、リーマ加工装置５２内のショルダ１００に相当でき
る。
【００３２】
　実施形態の前述の説明は、例示及び説明のためであり、網羅的であるか又は開示を限定
するように意図されない。特定の実施形態の個別の要素又は特徴は、概して、その特定の
実施形態に限定されるものではなく、適用可能な場合、交換可能であり、具体的に図示又
は説明されなくても、選択された実施形態において使用できる。実施形態は、多くの方法
で変更できる。斯かる変更は、開示からの逸脱とはみなされず、斯かる全ての修正は、本
開示の範囲に含まれるものとする。
【００３３】
　実施形態例は、本開示が徹底的であり、当業者に範囲を充分に伝えるように提供される
。具体的な構成要素、装置、及び方法の例等、多数の具体的詳細を、本開示の実施形態の
完全な理解を提供するために説明する。具体的詳細は採用する必要がないこと、実施形態
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例は多くの異なる形式で実施できること、開示の範囲を限定するものとは解釈されるべき
ではないことが、当業者には明らかであろう。いくつかの実施形態例において、周知の工
程、周知の装置構造、及び周知の技術については詳細に説明しない。

【図１】 【図２】
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【図３Ａ－３Ｂ】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図８Ａ】

【図９】

【図１０】

【図１１】
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